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イヌは 1つのαキマーゼのみを持つが，マウスとラットはそれぞれ 1つのαキマーゼ（MMCP-5, RMCP-5）












キマーゼと一部のβキマーゼは Ang Iから Ang IIを変換するが，ラットキマーゼ（RMCP-1）は Ang Iを分
解することが報告されている。しかしながら，これらは同一の条件で定量的に比較されたものではない。そ
こで，哺乳類 5種（ヒト，イヌ，ハムスター，ラット，マウス）のキマーゼを用いて，Ang II産生と分解活























分子基盤をもとに，さらに基質特異性を組織 Ang II産生系を用いて測定したところ，Ang IIが関与する疾
患におけるキマーゼの病態生理学的役割に種差が存在することを見出した。最後に，キマーゼの検出系とし
てモノクローナル抗体の作製・解析を行い，今後のキマーゼ研究において有用な抗体を得ることに成功した。
　以上のように，本研究の成果は，酵素科学領域のみならず創薬科学の領域においても大きく貢献するもの
と判断される。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
